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第１章 計画の基本的事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     １．計画の見直しについて 

                     ２．計画の位置づけ 

                     ３．計画の目的 

                     ４．計画の対象とする環境の範囲 

                     ５．計画の期間 

                     ６．計画の主体と役割 

                     ７．計画の構成 

 

  

第 1 章には、計画の基本的な位置づけや、対象とす

る環境の範囲、期間などについて記載しています。 
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第１節 計画の見直しについて 

平成３０年にえびの市環境基本計画が改定され、「第２次環境基本計画」として、望まし

い環境像である「水と空気が美味しい安心して暮らせるまち」を目指して５年間「えびの

市環境審議会」において施策や取組みについての評価・検証を行ってきました。  

当計画第１章第５節において「中間年度の令和４年度には、令和３年度までの進行状況

と本市を取り巻く環境や社会状況の変化などを踏まえ、見直しを行うものとし、大幅な社

会情勢の変化などが生じた場合には、必要に応じ随時見直しを行う」としているため、必

要部分についての見直しを行います。 

計画中間地点での見直しであることから、基本計画の骨子である望ましい環境像や基本

目標等については変更せず、令和３年度の計画の進捗状況と評価、社会・経済等の変化を

踏まえた部分的な見直しとします。 

 

 

 

  

【えびの市環境基本条例（抜粋）】 

（目的）  

第１条  この条例は、環境の保全について、基本理念を定め、並びに市、市民及び事業者

の責務を明らかにするとともに、環境の保全に関する施策の基本となる事項を定めること

により、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の市

民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

（環境基本計画） 

第８条  市長は、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、えびの市

環境基本計画（以下「環境基本計画」という。）を定めるものとする。  

２  環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。  

（１）環境の保全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱  

（２）前号に掲げるもののほか、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 
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第２節 計画の位置づけ 

本計画は、えびの市環境基本条例第 8 条に基づき策定するもので、環境の保全に関する

施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画です。また、国・県の法律・条例及び

関連計画並びに市の最上位計画である「第６次えびの市総合計画基本計画」をはじめ、そ

の他の行政計画などの整合や連携を図りながら、環境施策を推進するものです。（図１－１

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 本計画の位置づけ 

 

 

連 携 整 合 

 
○宮崎県環境基本条例 
⇒第四次宮崎県環境基本計画 

【県】 

○第６次えびの市総合計画 
（令和４年度～令和１１年度） 

えがおが交わり続けるまち 
～霧島山のめぐみめぐる えびの～ 

他の部門計画 

【市】 

連携など 

環境基本法：平成 5 年に制定・施行された日本の環境政策の根幹を定める基本法。  

地球温暖化：化石燃料の大量使用などにより大気中の温室効果ガスが増加し、大気や海洋の平均気温が上昇していく現象。  

○環境基本法 
⇒第五次環境基本計画 

（平成３０年度～令和６年度） 

【国】 

【一般廃棄物処理関連】 
○えびの市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 
○えびの市生活排水対策総合基本計画 

【地球温暖化対策関連】 
○えびの市地球温暖化対策実行計画 
○えびの市地域省エネルギービジョン 
○えびの市地域再生可能エネルギービジョン 
 

【環境分野の主な計画】 

環境分野の最上位計画 

第二次えびの市環境基本計画（平成 30 年度～令和 9 年度） 

えびの市環境基本条例  
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第３節 計画の目的 

本計画は、環境保全に関する総合的な計画で、「えびの市環境基本条例」の理念を施策と

して展開するための具体的な取組を定めるものです。 

環境保全の基本理念、望ましい環境像と基本目標、施策の具体的な取組を定め、市民・

事業者・市が一体になり、総合的かつ計画的に推進するために、必要な事項を示します。 

併せて、本市の施策の遂行にあたっての推進体制・推進方法・進行管理を明らかにする

ものです。 

 

 

第４節 計画の対象とする環境の範囲 

本計画の対象地域は本市全域としますが、取り組む環境要素の範囲は、広く地球温暖化

などの地球規模の環境問題から身近な生活環境までの範囲を設定します。なお、環境要素

は、地球環境・自然環境・生活環境・循環型社会の４つの分野に区分し、それに環境保全

活動の分野を加えます。（図１－２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２ 環境区分及びその主な要素 

  

地球環境 

自然環境 

循環型社会 生活環境 

大気・水・快適環境 

地球温暖化 

森林・河川・生物多様性 

資源循環・廃棄物・４Ｒ  

循環型社会：天然資源の消費が抑制され、環境への負荷ができる限り低減された社会。  

４R：リフューズ（Refuse）・リデュース（Reduce）・リユース（Reuse）・リサイクル（Recycle）の４つの総称。  

廃棄物：「廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）」によって定義される廃棄物の種類。  

環境保全活動 
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第５節 計画の期間 

本計画の期間は、平成３０年度から令和９年度までの１０年間とします。  

なお、中間年度の令和４年度には、令和 3 年度までの進行状況と本市を取り巻く環境や

社会状況の変化などを踏まえ、見直しを行うものとし、大幅な社会情勢の変化などが生じ

た場合には、必要に応じ随時見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６節 計画の主体と役割 

本計画の対象となる主体は、市民・事業者・市の３者とします。  

また、本計画を効果的に推進するため、各主体が互いに連携・協力し、それぞれの役割

を果たすことが重要であることから、各主体の役割を次のとおりとします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の期間（10 年間） 

平成 30 年度 中間見直し 

令和 4 年度 

目標年度 

令和 9 年度 

市民の役割 

事業者の役割 

市の役割 

日常生活において環境に負荷を与えているということを認識

し、その負荷を低減するための取組みに努めます。また、さま

ざまな環境保全に関する活動に積極的に参加するとともに、市

が実施する環境保全のための施策の推進に協力します。 

事業活動において環境に負荷を与えているということを認識

し、その負荷を低減するための取組みに努めます。また、市民

などが行う環境保全に関する活動に協力するとともに、市が実

施する環境保全のための施策の推進に協力します。 

環境保全に関する基本的かつ総合的な施策を策定し実施しま

す。また、市が自ら行う事務事業に関して率先して環境負荷の

低減に努めるとともに、市民・事業者が行う環境保全に関する

活動への支援を図ります。 

環境負荷：人が環境に与える負担のこと。 
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第７節 計画の構成 

第二次えびの市環境基本計画の構成は、以下のとおりです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基本計画の構成 

第１章 計画の基本的事項 

 第１節 計画の改定について       第２節 計画の位置づけ 

 第３節 計画の目的           第４節 計画の対象とする環境の範囲 

 第５節 計画の期間           第６節 計画の主体と役割 

 第７節 計画の構成 

第２章 環境の現状と課題 

 第１節 えびの市の概況 １.位置 ２.地質・土壌 ３．気候 ４．人口 ５．産業 

 第２節 環境の現状と課題 

  １．地球環境              ２．自然環境 

  ３．生活環境              ４．循環型社会 

  ５．環境学習・環境保全活動 
  

第３章  計画の目標  

第１節 基本理念                       第２節 望ましい環境像  

第３節 基本目標                       第４節 施策の体系 

第４章 施策の展開 

第１節 地球環境 

１．二酸化炭素排出削減の推進            ２．エネルギーの有効利用の促進  

３．二酸化炭素吸収源対策の推進  

第２節 自然環境 

１．多様な生物を育む自然環境の保全      ２．生態系に配慮した農林業の推進 

３．野生動植物の保護と管理 

第３節 生活環境 

１．快適空間の保全と創出                ２．歴史・文化的資源の確保と伝承 

３．大気環境の保全                      ４．水環境の保全  

５．周辺環境に配慮した農林業の推進 

第４節 循環型社会 

１．廃棄物の適正処理の推進              ２．排出抑制・再使用などの推進  

第５節 保全活動  

１．環境学習の推進                      ２．環境保全活動の推進 

第５章  計画の推進 

第１節 計画の推進体制                  第２節 計画の推進方法 

第３節 計画の進行管理 
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＜環境基本計画の体系＞ 

計画の基本的事項 環境の現状と課題 

＜望ましい環境像＞ 

水と空気が美味しい 安心して暮らせるまち えびの  

― 自然の宝庫を次世代に贈ろう ― 

＜５つの基本目標＞ 

○省エネと自然エネルギーを有効活用するまち 

○自然の宝庫を継承するまち 

○水と空気が美味しい安心して暮らせるまち 

○ごみ問題がない循環型社会をめざすまち 

○共に学び、市民・事業者・市が一体となって環境保全活動に取り組むまち 

＜施策の展開＞ 

施策の推進方向及び具体的な取組 

市民・事業者の取組・成果指標 

 

計画の推進 


